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【緒言】量子井戸構造を有する有機無機ペロブスカイト型化合物は、無機層に形成される励起子

が量子閉じ込め効果を受けることで、高強度で数 nsオーダーの高速な発光を示すことが知られて

おり、この優れた高速応答性から当該化合物は高エネルギー物理学や核医学などでの応用が期待

されている。先行研究でベンゼン環の側鎖長が異なる (C₆H₅CH₂NH₃)₂PbBr₄ (Ben)と

(C₆H₅C₂H₄NH₃)₂PbBr₄ (2-PEA)の特性評価を行った結果、Ben (3360 photons/MeV)よりも 2-PEA 

(14000 photons/MeV)の方が高い発光量を示すことがわかった 1。側鎖長のシンチレーション特性へ

の影響を詳細に調べるために、本研究ではより長い側鎖長を

有する (C₆H₅C₃H₆NH₃)₂PbBr₄ (3-PPA)、 (C₆H₅C₄H₈NH₃)₂PbBr₄ 

(4-PBA)を作製し、そのシンチレーション特性を調べた。 

【実験結果】2-PEA、3-PPA、4-PBA の粉末をそれぞれジメ

チルホルムアミドとニトロメタンの混合溶媒に 90 °Cで溶解

後、3.5 °C /hで室温まで徐冷することで単結晶を得た。 

【結果】図 1に各試料のパルス波高スペクトルを示す。2-PEA

と 4-PBAの波高値がそれぞれ 372、59であった。一方、3-PPA

の波高ピークは観測されなかった。波高値と既存研究の

2-PEAの発光量(14000 photons/MeV)から 2、4-PBAの発光量

は 2200 photons/MeVと推定された。 

図2に各試料のシンチレーション時間プロファイルを示す。

無機層の自由励起子に由来する第一成分の寿命はそれぞれ

13.2 ns (2-PEA)、8.64 ns (3-PPA)、8.15 ns (4-PBA)であった。

ベンゼン環の側鎖長の増加により、寿命が減少した。本講演

ではシンチレーション特性について詳細に述べる。 
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図 1 パルス波高スペクトル。 
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図 2 シンチレーション減衰時間 

プロファイル。 
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